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三鷹市立第二中学校 （社 会）科 授業改善推進プラン（分析）

東京都教育委員会「児童・生徒の学力向上を図るための調査結果」
三鷹市教育委員会の学習定着度調査の分析

１ 東京都教育委員会の実施した「児童・生徒の学力向上を図るための調査結果」の分析

内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析

各内容で、都及び三鷹市の平均正 各観点で、都の平均正答率を上回 「地理的分野」の「資料活用」で
答率を上回っている。特に、「歴 っている。特に、「思考・判断」 は、三鷹市の平均正答率を下回っ
史的分野」では、都の平均正答率 及び「知識・理解」では都及び三 た問題があるが、「歴史的分野」
を８ポイント、三鷹市の平均正答 鷹市の平均正答率を大きく上回っ の「資料活用」では、都及び三鷹
率を５ポイント上回っている。 ている。しかし、「資料活用」に 市の平均正答率をほとんどの問題

関しては、三鷹市の平均正答率と で上回っている。「歴史的分野」
同率である。 の「思考・判断」では、都及び三

鷹市の平均正答率を全ての問題で
大きく上回っている。

観点別平均正答率

９２．０％関心・意欲・態度

７１．６％思考・判断力

７６．９％技能・表現

７３．５％知識・理解

２ 三鷹市教育委員会の学習定着度調査の分析

データからみた特徴 分 析 内 容

全 全体の正答率は、期待正答率より０．９ポイン 全体の正答率が期待正答率及び三鷹市の正答率
体 ト、三鷹市の正答率より０．２ポイント低い。 より下回っている原因の一つとしては、「日本
正 の気候」・「日本の食料生産」・「日本の工業
答 生産」・「明治維新と世界に歩みだした日本」
率 の問題の中に期待正答率より大きく下回る問題

がことが上げられる。また、「社会事象への関
内 「地図帳の使い方」・「聖徳太子～藤原道長の 心・意欲・態度」に関する問題でも期待正答率
容 時代」・「織田・豊臣～徳川家光の時代」の正 を大きく下回る問題が２問程度見られる。小学
別 答率は、期待正答率及び三鷹市の正答率を上回 校５年で学習する内容（「日本の気候」・「日
正 っているが、「日本の工業生産」・「明治維新 本の工業」など）の定着が十分でない点が多く
答 と世界に歩みだした日本」の正答率では、両方 小学校６年で学習する内容（「明治維新と世界
率 の正答率より下回っている。 に歩みだした日本」）でも定着が不十分な点が

うかがえる。このことが原因で各観点の正答率
観 「関心・意欲・態度」の正答率は、期待正答率 が伸び悩んでいると判断できる。
点 及び三鷹市の正答率を下回っている。残りの３
別 観点でも、期待正答率もしくは三鷹市の正答率
正 を下回っている。
答
率

達 期 期待正答率に達しない生徒が９４名おり、全体 約４割強の「努力を要する」の生徒の基礎・基
し 待 の５１．６％に及んでいる。評定が「１」に相 本の定着を図るために、補充的な学習に力を入
な 正 当する生徒はいないが、正答率５０％以下の生 れるとともに、「興味・関心」を高め、基礎・
い 答 徒も３０名いる。 基本の確実な定着を図る普段の授業の工夫が必
生 率 要である。
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３ 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策及び補充指導等の計画

指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展指導計画

○基礎的知識の定着をより確 ○授業の導入で前時の復習をし、２週 ○授業ノートをしっかり作らせ
第 実にする必要がある。 間に１度くらいの割合で基礎的な事 るだけでなく、プリント類・

項の小テストを行う。 小テストなども貼らせ、点検
１ を行う。
○資料やグラフを読み取る力 ○グラフをワークシーで作成させたり

学 が弱いので、補強する必要 授業の中で積極的に資料集等を使い ○選択授業を中心に調べ学習を
があり、また活用する力を グラフの数値の背景を考えさせる。 行う。

年 つけたい。

○基礎的・基本的な事項を確 ○ワークなどの問題練習を通して、生 ○重要語句や基礎的事項をわか
第 認し、正しく定着させる必 徒一人一人が十分に理解できている りやすく整理し、課題を設定

要がある。 要点と、そうでない所を個別に把握 したワークシート学習を実施
２ し、年間を通して細かいアドバイス する。

を繰り返し行う。
学

年

○進度及び生徒の学習力との ○授業の導入や週の始めの授業時にト ○発展→＜授業＞生徒一人一人
第 関係上、興味・関心を高め ピックスとして新聞やニュースの話 が選んだ社会的事象について

る場面設定に要する時間と 題にふれ、興味・関心を高める工夫 の意見まとめシートを作成さ
３ 基礎的知識を定着させるた を行う。 せ掲示する。

めの時間設定との兼ね合い ＜選択社会＞生徒の選択した
学 に、工夫を要する。 ○毎時間、最初に５分間復習（問答や 課題での調べ学習とディベー

小テスト）を実施し、基礎的事項の トを実施する。
年 確認をする。

○補充→＜授業＞授業での復習
コーナーや確認テスト、及び
テスト前の質問教室。
＜選択社会＞問題集を活用し
て、一人一人の学習実態に合
わせた基礎的知識の復習と確
認を行う。


